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平成 27 年 11 月 26 日 

各位 

株式会社ヤマダ電機 

 

株式会社ヤマダ電機（本社：群馬県高崎市、代表取締役社長 山田昇）は、Microsoft 社の最新 OS、「Windows 10 

Mobile」を搭載した、SIM フリースマートフォン『Every Phone』を、平成27年11月28日（土）から全国のヤマダ電機グル

ープ各店舗（ＬＡＢＩ、テックランド、ベスト電器、ツクモ、ヤマダモバイル、マツヤデンキ）をはじめ、弊社 Web サイト「ヤ

マダウェブコム」で発売いたします。「Windows 10 Mobile」を搭載した、SIM フリースマートフォンとしては、国内最速の

店頭販売開始となります（※1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5インチの大画面液晶ながらも、重さ138.6g・厚さ6.9mm とスリムかつ軽量で、持ちやすさを併せもったモデルとな

っております。更に、32GB の大容量メモリで、ビジネスでも活用されている「Office Mobile」を搭載したことにより、プラ

イベートはもちろん、ビジネスでも大活躍のヤマダ電機オリジナル最強モデルです。 

また、長く安心してご使用していただくために、2年間の長期修理保守サービスをお付けいたしました。 

本体価格は、39,800円（税抜）[ 一括払い：42,984円（税込） / 分割払い：月額1,791円（税込）×24回（※2） ]と、高

機能ながらも大変お求め易い価格となっております。 

発売記念キャンペーンとして、①「YAMADA SIM」（※3）、②「Bluetooth キーボード」（4,600 円相当の商品）（※4）、  

③Every Phone用「専用液晶保護フィルム」（900円相当の商品）をプレゼントいたします。キャンペーンプレゼント商品

①「YAMADA SIM」とのお得なデータ通信プランもご用意しております。詳しくは店頭係員までお訪ねください。 

 

 

Windows 10 Mobile 搭載 SIM フリースマホ 

国内最速の平成 27 年 11 月 28 日（土）店頭販売開始！！（※1） 

軽量・薄型・大容量！究極のハイスペック、最強スマートフォン 

『 Every Phone 』誕生！ 

（注）商品画像はイメージです。 
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■『 Every Phone 』の概要 

 

①軽量、薄型、大容量を実現！高いパフォーマンスをいつでもどこでも発揮できる 

『Every Phone』は、5.5インチ、1,280×720ドット（HD）の液晶スペックとOffice Mobileの高機能を持ちながら、本体

の重量は138.6g、薄さ6.9mm、本体の記憶容量は32GBと究極のハイスペック仕様となっています。さらに、

microSDスロットは最大64GBまで対応可能（※5）。microUSBポートや外側1,300万画素のカメラと共に、オン・オフ

を問わず高いパフォーマンスを、いつでもどこでも発揮できる最強のスマートフォンです。 

 

②ビジネスにも強い味方となる Office Mobile を標準搭載 

『Every Phone』は、Office Mobile が標準で付属し、Word、Excel、PowerPoint の機能を活用でき、文章作成や表

計算、プレゼンテーションといったビジネス用途でも活躍。マウスやキーボードを接続すれば、パソコンと同じよう

な快適な環境で作業可能なうえ、OneDrive の統合による文書の同期の維持も実現できます。 

 

③お求めやすい分割 24 回払い。本体は 2 年間の長期修理保守サービス！ 

『Every Phone』を、お求め易くお客様にお届けするために、 

[ 分割 24 回払い月額 1,791 円（税込）、お支払い総額 42,984 円（税込）（※2） ]のプランをご用意いたしました。 

金利手数料はヤマダ電機が負担（※2）いたします。 

もちろん、一括でのお支払いも可能です。一括払い本体価格：39,800 円（税抜）[税込：42,984 円]。 

さらに、長く安心してご使用していただくために、2 年間の長期修理保守サービスをお付けいたしました。 

 

 

■キャンペーン情報 

発売記念キャンペーン [ 期間：平成 27 年 11 月 28 日（土）～ ] 

その① ： 「YAMADA SIM」プレゼント（※3） 

その② ： 「Bluetooth キーボード」（4,600 円相当）（※4）プレゼント 

その③ ： 『Every Phone』用「専用液晶保護フィルム」（900 円相当）プレゼント 

 

キャンペーンプレゼント「その① ： YAMADA SIM」とのお得なデータ通信プランもご用意しております。詳しくは係員までお訪ねください。 

 

 

 

 

（※1）5.5インチ Windows 10 Mobile 搭載スマートフォンとして。2015年11月24日現在。当社調べ。 

（※2）当社指定のショッピングクレジットのご利用となります。金利手数料は当社が負担いたします。ショッピングクレジットのご契約時に提携クレジットカードのお申し込み

が必須となります。 

（※3）YAMADA SIMは株式会社U-NEXTが提供する通信サービス「u-mobile」です。ご利用には別途契約が必要となり、月額料金や通信料金が毎月かかります。 

（※4）全店で先着3,000名様限定となります。 

（※5）microSDカードは別売りとなります。全てのmicroSDの動作を保証するものではありません。 
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■商品紹介動画QRコード 

『Every Phone』商品紹介動画 QR コード 

（平成 27 年 11 月 28 日より配信開始） 

 

発行元・問い合わせ先 

株式会社ヤマダ電機 広報部 電話：027-345-8947 FAX：027-345-8948 
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